
  広島市立舟入市民病院での必修研修（新生児科研修５週目） 

（１）研修先・担当分野 

  広島市立舟入市民病院 小児科 

 

（２）指導体制 

    各科・診療部門における指導体制は、別表「指導医及び指導者一覧」 

 

（３）週間スケジュール 

区分 午前 午後 備考 

月 
病棟回診 

検査、処置 

病棟カンファレンス 

 

週 3 回救急外来診療

において診察、処置な

どを行う。 
火 

病棟回診 

検査、処置 

心エコー 

 

水 
病棟回診 

検査、処置 

予防接種 

 

木 
病棟回診 

検査、処置 

病棟カンファレンス 

 

金 
病棟回診 

検査、処置 

心エコー 

 

 

（４）研修内容 

  ア．オリエンテーション 

     入院患者について担当患者の疾患の病因、病態、治療について知識を深める。小児救

急医療（特に一次救急医療）を経験し、患者の重症度を判断する能力を身に付ける。 

  イ．病棟研修（指導体制・診療業務） 

     入院患者の担当医となり専任指導医のもとで診察、検査、処置を行い、その内容を診

療録に記載し評価をうける。 

  ウ．外来研修 

     専任指導医のもとで外来診療の研修を受ける。救急患者については夜勤、休日診療に

おける診療、処置などの小児救急の研修を行う。 

  エ．検査・手術 

     基本的事項として①採血②静脈ライン確保③皮下注射（予防接種）④ウイルス検査（イ

ンフルエンザ、RS など）（⑤小児の鎮静⑥腰椎穿刺⑦腸重積整復） 

  オ．講義・カンファレンス 

     週 2 回の入院患者カンファレンス（月、木）において担当患者の検討を行う。 

 

（５） 広島市立舟入市民病院での自由選択研修 

（研修受入可能の場合のみ：小児科研修４週中１週） 

     

一般外来研修 

(0.5 日× 1～ 2


